
「
全
体
会
議
」
で
は
、
一
年
間

の
活
動
報
告
、
第
２
期
の
活
動
方

向
【
ウ
ラ
面
）】、
決
算
・
予
算
、

役
員
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。 

    

講
演
会
は
、
松
浦
万
里
子
・
代

表
世
話
人
が
座
長
を
務
め
、
一
時

間
余
の
講
演
と
質
疑
を
行
っ
た
。 

 

大
友
氏
は
、
今
の
生
活
保
護
バ

ッ
シ
ン
グ
は
、「
お
笑
い
芸
人
」
問

題
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
か
ら
始
ま

り
、
自
治
体
の
生
保
行
政
に
も
波

及
し
た
。
大
阪
市
の
「
生
活
保
護

制
度
の
抜
本
改
革
提
案
」
は
生
存

権
を
侵
害
す
る
ヒ
ド
イ
も
の
と
糾

弾
。
生
保
バ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
り
、

国
民
の
生
保
へ
の
風
圧
を
つ
く
り

出
し
、
政
府
は
、「
制
度
改
悪
」
に

政
治
利
用
し
た
と
批
判
し
た
。 

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」

は
活
用
で
き
る
面
も
あ
る
が
、
地

域
間
格
差
が
生
じ
る
。
自
治
体
の

取
り
組
み
に
注
視
を
…
と
提
起
。

〝
三
つ
の
自
立
〟
（
経
済
的
自
立
・

社
会
的
自
立
・
日
常
生
活
自
立
）
の

組
み
合
わ
せ
が
大
事
と
指
摘
。 

 
 

 
生
保
バ
ッ
シ
ン
グ
を
ど
う
乗
り

越
え
て
い
く
の
か
…
「
ス
テ
ィ
グ

マ
」（
恥
の
烙
印
）
の
克
服
が
公
的 

                         

闘
争
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

  

「
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
こ
の

取
り
組
み
を
通
し
て
、
生
活
保
護

世
帯
の
実
態
や
保
護
費
削
減
の
不

当
性
を
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
だ
」
と
指
摘
。「
反
貧
困
ネ
ッ
ト
」

と
し
て
全
面
的
な
支
援
を
提
起
。 

「
弁
護
士
は
無
報
酬
で
頑
張
る

が
、
経
費
は
相
当
額
が
必
要
。
財

政
支
援
（
カ
ン
パ
）
を
お
願
い
し

た
い
」
と
よ
び
か
け
た
。 

        

 「違憲訴訟」…                 

生活保護基準の引き下げは、「健康で文化的な最低

限度の生活」と謳った憲法 25 条に違反するとし

て、全国 18都道府県（12/25現在）で国に対して裁

判闘争が展開されている。富山は 19番目の予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反-貧困ネットワークとやま メールニュース 

№⑨ 2014.12/22 発行；ネット事務局  E-mail；info@fureai.tv 

 

 

 

反-

貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
や
ま
は
十
二
月
六
日
、
第
二
回
「
全
体
会

議
」（
十
七
人
が
出
席
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
開
会
の
挨
拶
で
西
山
貞
義
・

代
表
世
話
人
（
弁
護
士
）
は
、「
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟
を

二
〇
一
五
年
一
月
八
日
、
富
山
地
裁
に
提
訴
す
る
」
と
報
告
。
第
２
期
の

方
針
で
反
貧
困
ネ
ッ
ト
と
し
て
全
面
的
支
援
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

「
全
体
会
議
」
の
後
、
大
友
信
勝
・
中
部
大
学
教
授
を
講
師
に
公
開
講

演
会
「
生
保
バ
ッ
シ
ン
グ
と
こ
れ
か
ら
の
生
活
保
護
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

 

              

 

 

 

 

 

桒
名 

林
さ
ん 

第
二
回
全
体
会
議
で
、
新

し
い
世
話
人
に
、
桒
名 

林

（
く
わ
な
・
は
や
し
）
さ
ん

（
富
山
市
・
司
法
書
士
）
を

選
出
。
他
の
世
話
人
・
事
務

局
メ
ン
バ
ー
は
、
全
員
が
留

任
し
ま
し
た
。 

         扶
助
の
課
題
。
生
存
権
の
社

会
的
意
義
を
広
く
国
民
に
訴

え
て
い
く
「
反
貧
困
ネ
ッ
ト
」

の
実
践
と
市
民
社
会
へ
の
拡

大
に
期
待
し
た
い
、
と
述
べ

講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。 

         

西
山
代
表
世
話
人
の
開
会
の
挨
拶 

富
山
市
が
、
生
保
基
準
の
引
き 

下
げ
に
連
動
さ
せ
て
「
就
学
援
助
」 

の
助
成
基
準
を
縮
小
し
よ
う
と
し 

た
が
撤
回
さ
せ
た
。「
反
貧
困
ネ
ッ 

ト
の
貴
重
な
成
果
」
と
述
べ
、
私 

た
ち
は
「
政
治
や
行
政
に
働
き
か 

け
、
変
え
る
運
動
に
発
展
さ
せ
る 

こ
と
が
大
事
だ
」
と
強
調
し
た
。 

 

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
違
憲

訴
訟
は
、
現
時
点
で
原
告
三
人
、

弁
護
団
は
十
人
体
制
で
臨
む
。
最

長
十
年
は
か
か
る
長
丁
場
の
裁
判 

   

http://antipoverty-network.org/
mailto:info@fureai.tv


反-貧困ネットとやま 第Ⅱ期の活動方向 

（1）「生活保護基準引き下げ違憲訴訟」（生存権裁判）を支援する取り組み 

＊2013年秋以降の「不服審査請求」運動の発展として、富山地裁への「違憲訴訟」を、2015年 1月 8 

日に提訴することが決定した。これは、「生存権裁判」の性格を持つ息の長い運動となる。 

◆「反貧困ネット」は、この運動を全面的に支援していく。その中で、生保世帯の生活実態を明らかにし、 

「こんな人たちの生保基準を削るのか！」という、県民へのアピール活動を行っていく。各団体構成員 

の中にもある〝内なる自己責任論〟の克服の視点も重要である。 

   …「反貧困ネット」として、財政的支援として「支援募金」に大々的に取り組む。 

   ※生活保護基準引き下げ違憲訴訟の「支援募金」口座…  

ゆうちょ銀行 店番 328 口座番号 1523337 名義；富山中央法律事務所 代表者 西山貞義 

（2）行政への要請や懇談活動を重視する 

◇「就学援助制度を後退させない」取り組み 

＊2015年以降も行政の対応を注視し、後退させない働きかけをしていく。 

◆「生活保護行政」についての実施機関（県・市）に対する要請・懇談を重視する。 

＊特に、富山市への働きかけは必ず実施する。 

   ◆2015 年の重点の一つに「子どもの貧困」問題を取り上げる。実態調査や行政施策への要望のとりまと

めなどの取り組みをすすめる。このテーマでの講演会等も検討する。 

（3）ネットワークをひろげる活動 

  ◆生活困窮者支援に取り組んでいる、各種団体やグループとの連携と共同を探究していく。 

＊「反貧困・全国キャラバン」が実施された場合は、従来〝受け皿〟になってきた「県青年司法書士会」

や「労福協」などとの共同を探究する。 

  ◇会員、賛助団体構成員の学習と県民への啓もう活動として、講演会やシンポジウムを開催する。 

  ◇会員、賛助団体… 今年度も、会員拡大、賛助団体を拡げることを意識的に追求する。 

（4）「反貧困ネットとやま」の活性化のために 

◇世話人会議、事務局会議は、必要に応じて開催する。世話人メーリングリスト（ＭＬ）で会議の報告、

情報交換を行っていく。 

◇会員への情報発信とともに双方向の情報の共有へ… 「メールニュース」を発行するとともに、会員Ｍ

Ｌを活用して、会員からの情報発信も重視する。 

◇「反-貧困ネットとやま」のホームページを一層充実させていく。 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 12月 6日に開催した、反-貧困ネットワークとやまの「第 2回全体会議」において確認され

た「第Ⅱ期の活動方向」は以下のとおりです。この活動方向をもとに、事務局会議、世話人会で具体

化して取り組みをすすめていきます。 ◆印の項目は、第 2期の新規の運動課題です。 

会員と賛助団体の皆さんには、その都度、「メールニュース」などで報告とお知らせをします。 

 

 


